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長洲町議会ホームページ長洲町議会ホームページ
過去の議会だよりや会議録を
ご覧いただけます。

決算認定、条例等、補正予算 ②～⑤
一般質問　10人が登壇し町政を問う ⑥～⑯
アンケート結果 ⑰
委員会活動 ⑱～⑲
町民のひろば ⑳

令和４年第３回定例会、第２、３回臨時会令和４年第３回定例会、第２、３回臨時会

剪定をする町シルバー人材センターの皆さん

長　洲　町
合併65周年

ベ
テ
ラ
ン
の
技
光
る
！



第３回定例会
９月12日～16日

(５日間）

議会費、消防費、商工費、
災害復旧費　2.9％

議会費、消防費、商工費、
災害復旧費　2.9％

地方消費税交付金等
6.0％

地方消費税交付金等
6.0％

衛生費
5.4％
衛生費
5.4％

農林水産業費
3.4％

農林水産業費
3.4％

教育費
9.8％
教育費
9.8％

町税
21.7％
町税
21.7％

寄附金
6.7％
寄附金
6.7％

繰入金
1.4％
繰入金
1.4％

諸収入
5.1％
諸収入
5.1％

国庫支出金
20.6％
国庫支出金
20.6％

地方交付税
21.4％
地方交付税
21.4％

県支出金
7.3％
県支出金
7.3％

町債
9.8％
町債
9.8％

公債費
6.3％
公債費
6.3％

総務費
23.7％
総務費
23.7％

民生費
32.5％
民生費
32.5％

土木費
16.0％
土木費
16.0％ 歳出

86億
2711万円

歳入

89億
1997万円

　町長から提案された決算認定６件、補正予算２件、
条例の一部改正３件、議提１件を慎重に審議し、原案
どおり可決された。
　また、一般質問は10名が行い、さまざまな角度から
町の姿勢をただした。

新型コロナワクチン接種
（衛　生　費）

新学校給食センター
（教　育　費）

町道赤田・上沖洲線
（土　木　費）

令 和 ３ 年 度 一 般 会 計 決 算

コロナ対策で守れた暮らし

健全化判断比率 　　長洲町は早期健全化基準を下回っており、健全である。

項目 内容 令和
元年度

令和
２年度

令和
３年度

早期健全化
基準

実質赤字比率 一般会計の赤字 － － － 15.0％
連結実質赤字比率 特別会計を含めての赤字 － － － 20.0％
実質公債費比率 実質的な借金の返済額の割合 7.6％ 7.6％ 6.9％ 25.0％
将来負担比率 将来の負担割合 47.0％ 41.5％ 29.3％ 350.0％

認
定

主な事業
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問
（
田
成
議
員
）	

	

不
用
額
で
、
障
害
者
自
立
支
援
介

護
給
付
費
・
訓
練
等
給
付
費
等
に
お
い

て
給
付
実
績
が
見
込
み
を
下
回
っ
た
た

め
と
あ
る
が
、
具
体
的
な
内
容
は
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
）		

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
２
月
、

３
月
分
が
見
込
み
よ
り
伸
び
な
か
っ
た

た
め
。　

問
（
福
田
議
員
）	
	

学
校
図
書
を
充
実
さ
せ
、
読
書
習

慣
の
定
着
化
を
図
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。
具
体
的
に
１
人
何
冊
読
ん
だ
か
。　
　
　

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

	
	

６
校
合
計
で
15
万
６
８
８
冊
を
貸

し
出
し
、
利
用
人
数
は
１
万
８
６	

０
人
と
な
っ
て
い
る
。
小
中
学
生
の
ほ

ぼ
全
員
が
、
毎
月
何
ら
か
の
形
で
、
図

書
館
で
本
を
借
り
て
い
る
。

問
（
福
本
議
員
）	

	

コ
ロ
ナ
禍
で
行
事
が
で
き
な
い
が
、

金
魚
と
鯉
の
郷
管
理
運
営
事
業
で
、
新

し
い
発
見
や
新
規
事
業
に
結
び
つ
い
た

こ
と
は
あ
っ
た
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
）	

	

養
魚
組
合
、
商
工
会
、
包
括
連
携

協
定
を
締
結
し
て
い
る
企
業
と
の
特
産

品
の
開
発
、
町
の
Ｐ
Ｒ
等
の
新
た
な
取

組
が
で
き
る
よ
う
に
協
議
を
進
め
て
い

る
。問

（
磯
野
議
員
）	

	

第
二
腹
赤
地
区
の
圃
場
整
備
は
い

つ
終
了
す
る
か
。
ま
た
今
後
整
備
が
必

要
な
と
こ
ろ
は
あ
る
か
。

答
（
農
林
水
産
課
）	

	

第
二
腹
赤
地
区
は
令
和
５
年
度
の

権
利
者
会
議
後
に
終
了
す
る
。
そ
の
後

は
、
第
三
腹
赤
地
区
と
鷲
巣
地
区
が
あ

る
。

問
（
濱
崎
議
員
）	

	

各
学
校
の
地
中
熱
換
気
シ
ス
テ
ム

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
授
業
中
に
窓
を
開
放

し
て
い
る
が
無
駄
で
は
な
い
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）	

	

従
来
の
使
用
法
の
方
が
費
用
対
効

果
は
大
き
い
。
教
室
の
換
気
を
し
な
が

ら
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
つ
な
が
ら
な

い
よ
う
に
教
育
環
境
を
整
え
て
い
る
。

問
（
林
議
員
）		

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
の
予

算
が
半
年
で
執
行
し
た
。
住
宅
の
老
朽

化
が
進
む
中
、
ま
す
ま
す
ニ
ー
ズ
が
高

ま
っ
て
く
る
。
も
っ
と
予
算
を
増
や
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）		

９
月
定
例
会
に
補
正
予
算
等
を
計

上
し
て
い
る
。
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ

た
、
柔
軟
な
対
応
を
し
て
い
く
。

問
（
前
田
議
員
）	

	

ふ
る
さ
と
納
税
は
前
年
度
比
２
億

円
の
減
だ
が
、
ど
う
分
析
し
て
い
る
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）		

申
込
を
行
う
サ
イ
ト
を
10
件
に
増

や
し
た
が
、
全
国
の
自
治
体
が
競
い
合

う
中
で
納
税
額
が
減
少
し
た
。
魅
力
あ

る
返
礼
品
の
増
加
に
取
組
ん
で
い
く
。

問
（
竹
本
議
員
）	

	

町
民
税
の
個
人
分
が
減
と
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
要
因
は
。

答
（
税
務
課
長
）	

	

給
与
所
得
の
減
少
も
あ
る
が
、
納

税
者
が
前
年
か
ら
１
４
３
名
減
と
、
労

働
人
口
の
減
少
も
影
響
し
て
い
る
。

問
（
荒
木
議
員
）　　
　
　
　
　
　
　

法
人
事
業
税
交
付
金
が
予
算
に
対

し
倍
額
に
な
っ
て
い
る
。
要
因
は
。

答
（
総
務
課
）

令
和
２
年
度
実
績
を
も
と
に
予
算

化
し
た
が
、
法
人
の
収
益
等
が
伸
び
て

法
人
事
業
税
、
県
税
の
収
入
額
が
増
加

し
た
結
果
、
大
幅
に
増
加
し
た
。

主
な
質
疑

一
般
会
計
歳
入

一
般
会
計
歳
出

学校図書の充実を

コロナ禍でもPR！

住みよいまちを目指そう
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問
（
田
成
議
員
）

管
路
経
年
化
率
が
、
40
・
7
％
ま

で
増
え
て
い
る
。
今
後
、
老
朽
化
の
分

析
及
び
検
討
が
必
要
で
は
。

答
（
水
道
課
長
）

漏
水
が
多
い
、
経
年
劣
化
が
激
し

い
と
こ
ろ
に
関
し
て
は
、
早
期
に
管
の

更
新
を
重
点
的
に
行
っ
て
い
く
。

問
（
磯
野
議
員
）

す
ぐ
に
で
も
改
革
に
着
手
し
な
い

と
、
本
当
に
厳
し
い
経
営
状
態
に
な
っ

て
い
く
と
思
う
。
改
革
の
考
え
は
あ
る

か
。答

（
町
長
）

安
定
的
に
水
を
供
給
し
て
い
く
た

め
、
課
題
を
一
つ
一
つ
改
革
し
、
大
き

く
転
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
水
道

事
業
の
安
定
的
な
経
営
に
努
め
て
い

く
。

無
駄
な
コ
ス
ト
の
削
減
を

（
林
議
員
）

　

反
対
す
る
理
由
と
し
て

は
、
①
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
の
状
況
に
町
民
の
不
安
は

増
し
て
い
る
。
町
民
の
健

康
、
命
を
守
る
た
め
、
が
ん

検
診
の
受
診
率
を
高
め
る
必

要
が
あ
る
。
②
金
魚
タ
ク

シ
ー
の
運
行
拡
大
に
応
え
る

よ
う
、
改
善
を
求
め
る
。
③

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業

へ
の
要
望
が
多
い
た
め
、
改

善
を
求
め
る
。
④
県
の
長
洲

港
整
備
事
業
へ
の
負
担
割
合

が
高
く
、
町
民
の
理
解
が
得

ら
れ
な
い
。
の
４
点
を
あ
げ

る
。

　

事
業
の
取
捨
選
択
に
当

た
っ
て
は
無
駄
な
コ
ス
ト
を

削
減
し
、
町
の
将
来
像
を
見

定
め
、
町
民
が
安
心
し
て
住

み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
ほ
し
い
。

財
源
を
有
効
に
活
用

（
荒
木
議
員
）

　
歳
入
総
額
は
約
89
憶
２
０	

０
０
万
円
で
、
前
年
度
決
算

と
比
較
し
約
10
・
９
％
減
少

し
て
い
る
。
こ
れ
は
国
県
支

出
金
の
減
額
が
要
因
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な

中
、
町
は
財
源
を
有
効
に
活

用
し
、
住
民
福
祉
の
増
進
を

念
頭
に
置
き
、
各
種
事
業
に

取
組
ん
だ
。

　
長
洲
小
学
校
屋
内
運
動
場

長
寿
命
化
事
業
や
新
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
等
、

こ
れ
か
ら
の
町
を
担
う
子
ど

も
達
の
た
め
に
事
業
が
実
施

さ
れ
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
日
常
化
し
た
中
、
限

ら
れ
た
財
源
で
、
多
種
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く

こ
と
を
目
指
し
、
努
力
し
た

こ
と
は
評
価
で
き
る
。

反　
対

賛　
成

一　
般　
会　
計

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計

主
な
質
疑

討論

制
度
に
問
題
あ
り

(

林
議
員)

　
異
常
な
物
価
高
が
暮
ら
し

に
重
く
の
し
か
か
り
、
高
齢

に
な
れ
ば
誰
も
が
複
数
の
疾

患
を
抱
え
、
医
療
費
が
か
か

る
こ
と
は
避
け
て
は
通
れ
な

い
。

　
高
齢
者
の
負
担
を
増
加
さ

せ
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
、
老
人
保
健
制
度
に
戻
す

べ
き
で
あ
る
。

円
滑
な
運
営
と
役
割
を

果
た
し
て
い
る

（
松
井
議
員
）

　
医
療
の
高
度
化
や
被
保
険

者
の
高
齢
化
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
等
、
複
雑
な
社
会

情
勢
を
踏
ま
え
、
持
続
可
能

な
医
療
制
度
を
確
保
し
て
い

る
。

反　
対

賛　
成

水
道
事
業
会
計

水道管の劣化が進んでいる
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問 （竹本議員）	 	
地域経済活性化キャンペーンの追加とは。

答 （まちづくり課長）	 	
８月から実施した、PayPayで決済すると

20％のポイントが還元される事業で予算の不足が
生じたため、追加するもの。

問 （福本議員）	 	
生活のしづらさなどに関する調査とは。

答 （福祉保健介護課長）	 	
障がい者世帯の状況を調査し、住居、就労、

就学の状況や現在利用されているサービス、今後利
用を希望するサービス等を調査するもの。

問 （林議員）給食費の一部負担を求め
たが、検討した結果がこの給付金な

のか。

答 （町長）物価高、原油高が家計に非
常に影響している。この給付金の一

部を給食費として使うことも可能だし、ほ
かの物価高に充てることも可能。そういう
意味で今回の給付金とした。

問 （竹本議員）町内タクシー、フェリー
へ給付金が出ているが、農業や漁業

者も苦しいのではないか。

答 （町長）限られた予算の中、今回は
公共交通機関への給付金とした。今

後の国や県からの補助金等を活用していき
たいと思う。

令和４年度　補正予算
一般会計　3億4625万円　

 主な事業 
　住宅リフォーム補助金 50万円追加
　地域経済活性化キャンペーン
 1521万円追加
　ながす未来館空調設備改修工事
 １億8516万円
　新型コロナワクチン接種 8532万円追加

介護保険特別会計　1839万円　減額
　令和３年度決算に伴う精算によるもの

 主な事業 
子育て世帯家計応援給付金 6990万円
中学校統合改修工事設計 997万円
新型コロナワクチン接種 1645万円

 主な事業 
ふるさと納税 ２億円追加
電力・ガス・食料品等の価格高騰緊急
支援給付金事業（住民税非課税世帯に
５万円を給付） １億1832万円

■ 長洲町職員の育児休業等に関する条例の一部
改正

■金魚と鯉の郷広場条例の一部改正
■ 長洲町議会議員及び長洲町長の選挙における

選挙運動の公費負担に関する条例の一部改正
補正予算額　9513万円

補正予算額　３億1832万円

■ ゆたかな学びの実現・教職員定数改善を図る
ための、2023年度政府予算にかかる意見書　

　　意見書を採択し国会等に提出した。	
　　意見書の内容はこちら

役場庁舎空調設備等更新工事 
 契約金額　2億5850万円
契約の相手方　興亜建設工業株式会社

条例

議提

工事請負契約

一般会計補正予算

一般会計補正予算

７月21日　第２回臨時会

10月1７日　第３回臨時会
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町
政
を
問
う

町政を問う　一般質問

一般質問　目次

一般質問では、議員が町に対して、町政全般にわたって施策を問いただす。
９月定例会では10人の議員が登壇し、一般質問を行った。
議会だよりでは、質問と答弁の要旨をまとめており、全文記録（会議録）は
町ホームページに掲載している。

質問項目 質問者 ページ

空き家対策で快適な住環境を 荒木　睦子 7

長洲駅周辺を整備できないか
福田　史治 8

デジタル教科書の導入は

金魚のカフェテリアが閉店したが
竹本　信次 ９

町が描くこれからの道路とは

女性活躍の施策展開状況と男女共同参画社
会推進への考えは 福本みや子 10

観光の目玉になるものを考えては 磯野　　博 11

交通量の多い車道や交差点の把握は 浦邊　朝章 12

町道前浜・葉山線の整備を

濱㟢　　久 13金魚のカフェテリア契約解除について

町は過失を認めないのか

中学校部活動の地域移行はどう進めていく
のか 田成　　護 14

小・中学校の女子トイレに生理用品の設置を
前田美和子 15防災士啓発事業を地域防災につなげる必要が

あると思うが

18歳までの医療費の無償化を求める 林　　敏哉 16
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一 般 質 問

6



町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
や
核
家
族

化
等
に
よ
り
空
き
家
が
年
々
増
加

し
、
管
理
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
る

と
、
防
災
、
衛
生
、
景
観
等
の
問
題
が

生
じ
、
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
。

そ
こ
で
町
は
、
平
成
29
年
３
月
に
長
洲

町
空
家
等
対
策
計
画
を
策
定
し
、
令
和

３
年
度
に
か
け
て
取
組
ん
で
き
た
が
、

ど
の
よ
う
な
成
果
が
あ
っ
た
か
。

答
（
町
長
）

町
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
、
利

活
用
促
進
、
発
生
抑
制
の
推
進
の
３
つ

の
基
本
方
針
を
定
め
取
組
ん
で
き
た
。

具
体
的
な
成
果
に
つ
い
て
は
、
相
談
件

数
が
２
２
４
件
、
解
体
さ
れ
た
も
の
が

１
０
３
件
、
空
家
バ
ン
ク
利
活
用
11
件
、

樹
木
の
管
理
等
80
件
と
な
っ
た
。

問
空
き
家
に
関
す
る
相
談
は
ど
の
よ

う
に
管
理
し
て
い
る
の
か
。
ま
た

空
き
家
台
帳
を
作
っ
て
い
る
の
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

現
地
を
確
認
し
、
固
定
資
産
税
の

情
報
や
登
記
簿
等
の
情
報
を
確
認
し
、

所
有
者
や
法
定
相
続
人
等
を
調
べ
、
管

理
台
帳
を
作
っ
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時

に
地
図
デ
ー
タ
に
空
き
家
情
報
を
登
録

し
管
理
し
て
い
る
。

問
町
内
に
お
い
て
、
高
齢
者
の
独
り

暮
ら
し
や
高
齢
者
夫
婦
の
世
帯
が

ど
の
く
ら
い
あ
る
か
。
今
後
空
き
家
に

な
る
可
能
性
の
あ
る
世
帯
は
ど
の
く
ら

い
あ
る
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

一
区
一
職
員
で
調
査
を
実
施
し
、

令
和
３
年
度
は
高
齢
者
単
身
世
帯
が

５
３
０
世
帯
、
高
齢
者
夫
婦
が
６
７
１

世
帯
で
あ
っ
た
。
空
き
家
の
発
生
要
因

は
様
々
で
、
誰
も
住
ま
な
い
よ
う
な
家

は
今
後
増
え
て
い
く
と
想
定
す
る
。

問
昭
和
56
年
耐
震
基
準
以
前
、
四
十

数
年
経
過
し
て
い
る
住
宅
が
30
％

で
約
２
０
０
０
戸
に
な
る
が
、
そ
の
う

ち
の
何
件
が
空
き
家
な
の
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

空
き
家
は
２
４
５
件
で
あ
る
。

問
空
き
地
や
空
き
家
が
増
え
て
く
る

と
、
雑
草
や
野
良
犬
・
野
良
猫
が

住
み
つ
き
、
地
域
の
生
活
環
境
に
問
題

が
発
生
す
る
が
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

し
て
い
る
の
か
。

答
（
住
民
環
境
課
長
）

住
民
か
ら
要
請
が
あ
れ
ば
町
環
境

美
化
条
例
に
基
づ
き
所
有
者
に
指
導
・

改
善
の
通
知
を
し
、
管
理
を
お
願
い
し

て
い
る
。

空き家対策で快適な住環境を

計画に基づき重点的・継続的に
取組む答

荒
あら
木
き
　睦

むつ
子
こ

議員

支援制度を利用して、すてきな住まいを

解体が進む空き家

潮さい（R4.11.15 No.151）潮さい（R4.11.15 No.151）
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町
政
を
問
う

長
洲
橋
上
駅
の
通
路
の
掲
示
板
上
の

町
の
概
略
図
が
40
年
前
の
地
図
で

古
い
。
更
新
し
て
は
ど
う
か
。

答
（
町
長
）

駅
舎
は
Ｊ
Ｒ
九
州
が
管
理
し
て
い

る
。
町
は
観
光
Ｐ
Ｒ
を
含
め
、
掲
示
や

設
置
を
お
願
い
し
て
い
る
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

地
図
は
Ｊ
Ｒ
と
協
議
し
て
、
修
正

す
る
か
、
撤
去
す
る
か
を
協
議
す
る
。

問
南
側
の
駐
輪
場
を
、
盗
難
防
止
や

景
観
を
良
く
す
る
た
め
に
整
備
で

き
な
い
か
。

答
（
町
長
）

厳
密
に
は
駐
輪
場
で
は
な
い
が
、

住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
、
景
観
維

持
や
防
犯
対
策
に
取
組
み
、
駅
及
び
周

辺
の
環
境
整
備
を
検
討
す
る
。

問
今
後
、
益
々
高
齢
化
が
進
む
が
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
実
現
は
ど
う

し
て
い
く
の
か
。

答
（
町
長
）

町
の
長
年
の
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
に
も
度
々
訪
問
し
、

駅
舎
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
含
め
た
利

便
性
確
保
の
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

問
町
と
し
て
は
今
後
ど
の
よ
う
に
取

組
む
の
か
。

答
（
教
育
長
）

文
部
科
学
省
は
、
２
年
後
の
令
和

６
年
度
に
小
学
校
５
年
生
か
ら
中
学
校

３
年
生
の
外
国
語
・
英
語
で
先
行
導
入

す
る
こ
と
を
決
定
し
て
い
る
。
当
面
は
、

紙
の
教
科
書
と
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
併

用
す
る
方
向
で
進
め
ら
れ
る
。

問
既
に
全
国
で
は
前
倒
し
で
取
組
ん

で
い
る
自
治
体
も
あ
る
。
本
町
で

は
い
つ
頃
か
ら
取
組
む
の
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

令
和
２
年
12
月
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
導
入
し
、
現
在
、
学
校
と
家
庭
で
使

用
し
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
も
導

入
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
国
が
令
和

６
年
度
に
導
入
す
る
方
針
を
示
し
た
の

で
、
ま
ず
は
国
の
動
向
を
見
て
考
え
て

い
く
。

長洲駅周辺を整備できないか

掲示板や駐輪場の整備は
検討していく必要がある答

福
ふく
田
だ
　史

ふみ
治
はる

議員

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
導
入
は

文
部
科
学
省
の
動
向
を

み
て
い
く

答

掲示板を新しく！

教科書もデジタル化へ

潮さい（R4.11.15 No.151）潮さい（R4.11.15 No.151）
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

金
魚
と
鯉
の
郷
広
場
に
あ
る
カ
フ
ェ

テ
リ
ア
が
本
年
７
月
で
閉
店
し

た
。
住
み
よ
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
、

地
方
創
生
の
施
策
と
し
て
取
組
ん
で
き

た
が
成
果
を
出
せ
な
か
っ
た
の
か
。

答
（
町
長
）

普
通
財
産
の
使
用
料
、
光
熱
水
費

の
未
払
い
に
よ
り
令
和
4
年
7
月
を

も
っ
て
契
約
解
除
に
至
り
、
非
常
に
残

念
な
結
果
と
な
っ
た
。

問
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
に
約
５
０
０
０
万

円
を
か
け
て
、
地
方
創
生
事
業
を

展
開
し
た
町
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
、
責
任
は
誰
が
取
る
の
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

町
の
魅
力
を
発
信
す
る
施
設
と
し

て
の
活
用
方
法
や
事
業
の
再
構
築
等
を

行
い
、
地
方
創
生
を
再
度
目
指
し
た
い
。

問
現
在
、
工
事
中
の
赤
田
・
上
沖
洲

線
Ⅱ
工
区
を
宮
野
橋
を
曲
が
ら
ず

荒
尾
方
面
に
通
行
で
き
る
の
は
い
つ
頃

か
。答

（
建
設
課
長
）

昨
年
度
と
今
年
度
に
工
事
を
行
っ

た
約
２
５
０
ｍ
の
区
間
は
、
令
和
５
年

４
月
か
ら
共
用
開
始
を
予
定
し
て
い

る
。問

赤
田
・
上
沖
洲
線
Ⅲ
工
区
（
清
源

寺
平
原
か
ら
宮
野
宮
崎
）
ま
で
の

区
間
約
１
．
９
㎞
の
都
市
計
画
道
路
を

整
備
す
る
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
（
建
設
課
長
）

令
和
４
年
度
に
橋
梁
の
詳
細
設
計

や
用
地
測
量
を
実
施
す
る
予
定
で
、
県

施
工
区
間
の
完
成
時
期
は
、
令
和
11
年

度
頃
を
予
定
し
て
い
る
。

問
赤
田
・
腹
赤
線
は
新
中
学
校
の
通

学
路
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。

赤
田
・
上
沖
洲
線
が
完
成
す
れ
ば
、
宮

崎
・
永
塩
・
赤
田
方
面
か
ら
の
通
学
路

に
も
な
り
得
る
。
早
急
に
こ
の
道
路
の

改
良
工
事
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
（
建
設
課
長
）

赤
田
・
腹
赤
線
は
、
赤
田
・
上
沖

洲
線
の
整
備
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
し

た
い
。
中
学
校
統
合
に
向
け
た
赤
田
・

腹
赤
線
の
通
学
路
に
つ
い
て
は
、
生
徒

の
安
全
対
策
を
考
慮
し
て
い
く
。

問
長
洲
・
岱
明
線
を
延
長
し
て
、
新

中
学
校
（
現
腹
栄
中
学
校
）
横
に

ぼ
た
も
ち
さ
ん
が
あ
る
上
沖
洲
・
鷲
巣

線
ま
で
、
長
洲
・
岱
明
線
を
整
備
す
れ

ば
、
新
中
学
校
の
重
要
な
通
学
路
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。

答
（
建
設
課
長
）

新
中
学
校
の
重
要
な
通
学
路
と
な

る
が
、
財
政
面
等
も
あ
り
、
ま
ず
は
赤

田
・
上
沖
洲
線
を
整
備
す
る
。

金魚のカフェテリアが閉店したが

非常に残念な結果となった答

竹
たけ
本
もと
　信

しん
次
じ

議員

町
が
描
く
こ
れ
か
ら
の
道
路
と
は

利
便
性
・
安
全
性
・
防
災
機
能

に
考
慮
し
た
道
路
整
備
を
行
う

答

カフェテリア閉店跡
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町
政
を
問
う

町
内
女
性
の
就
労
状
況
と
環
境
は
。

答
（
総
務
課
長
）

町
内
就
業
女
性
は
３
，
１
１
３
人

で
、
正
規
の
職
員
・
従
業
員
は
全
体
の

45
．
６
％
で
全
国
と
比
較
す
る
と
割
合

は
高
い
。
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
は

39
．
７
％
で
、
割
合
は
低
い
状
況
だ
。

問
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
推
進

す
る
た
め
に
柔
軟
な
働
き
方
へ
の

対
応
が
必
要
だ
。
町
内
事
業
所
で
は
ど

ん
な
取
組
が
あ
る
か
。

答
（
総
務
課
長
）

町
内
60
事
業
所
で
、
仕
事
と
家
庭

の
両
立
支
援
に
つ
い
て
調
査
し
た
。
短

時
間
勤
務
対
応
は
40
事
業
所
、
時
間
半

日
休
暇
制
度
導
入
は
44
事
業
所
、
深
夜

業
や
時
間
外
労
働
制
限
実
施
は
39
事
業

所
、始
業
・
終
業
時
間
の
調
整
、フ
レ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
制
度
等
対
応
32
事
業
所
、

在
宅
勤
務
・
テ
レ
ワ
ー
ク
対
応
は
16
事

業
所
等
、
多
様
な
働
き
方
に
対
応
す
る

事
業
所
が
増
え
て
い
る
。

問
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
販
売
や
、
小
物
販

売
や
教
室
等
、
特
技
や
感
性
を
活

か
し
た
起
業
は
町
の
活
性
化
に
繋
が
る

の
で
応
援
し
た
い
。
女
性
起
業
家
講
座

等
は
考
え
る
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

多
様
な
働
き
方
と
し
て
起
業
、
創

業
も
進
ん
で
き
た
。
商
工
会
や
金
融
機

関
等
と
連
携
し
、
学
ぶ
場
づ
く
り
を
検

討
し
て
い
く
。

問
今
回
男
性
の
育
児
休
業
取
得
促
進

奨
励
金
制
度
が
発
足
し
、
見
え
る

形
の
支
援
策
に
な
っ
た
。
町
長
は
就
任

当
時
か
ら
男
女
共
同
参
画
を
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
と
し
て
、
率
先
し
て
取
組
ん
で

き
た
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て

い
く
の
か
。

答
（
町
長
）

男
女
共
同
参
画
の
推
進
は
非
常
に

難
し
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
ま
ず
、
そ

の
理
念
を
一
人
ひ
と
り
が
持
つ
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
理
念
を
基
に
や
っ
て
い

き
た
い
。
男
性
も
女
性
も
責
任
を
持
っ

て
、
自
ら
の
能
力
が
発
揮
で
き
る
社
会
、

男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

女性活躍の施策展開状況と男女
共同参画社会推進への考えは

アンコンシャスバイアスへの啓発
と優良事業所の推進に努める答

福
ふく
本
もと
みや子

こ

議員

　
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
バ
イ
ア
ス
と

は
、
性
別
に
よ
る
無
意
識
の
思
い

込
み
や
偏
見
。

　
自
分
な
り
に
解
釈
す
る
と
い
う

脳
の
機
能
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
る
。
変
え
て
い
く
に
は
、
自
分

自
身
の
思
い
込
み
や
偏
見
に
気
づ

き
、
正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
、

よ
り
多
く
の
視
点
や
広
い
視
野
を

持
つ
こ
と
で
、
客
観
的
で
公
平
な

判
断
が
で
き
る
。

日々の生活の中から変えていこう

男女共同参画は家庭から
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

Ｏ
Ｎ
Ｅ　
Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
熊
本
復
興
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
県
下
に

麦
わ
ら
の
一
味
の
銅
像
が
建
設
さ
れ
、

大
き
な
注
目
を
浴
び
て
い
る
。
本
町
に

お
い
て
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
負
け
な

い
観
光
の
目
玉
に
な
る
も
の
を
考
え
て

は
ど
う
か
。

答
（
町
長
）

今
ま
で
取
組
ん
で
き
た
観
光
振
興

事
業
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、
各
団
体

や
民
間
事
業
者
、
包
括
連
携
協
定
企
業

等
と
連
携
し
、
新
た
な
観
光
イ
ベ
ン
ト

や
、
長
洲
金
魚
を
は
じ
め
と
し
た
観
光

資
源
の
創
出
を
考
え
て
い
る
。

問
県
は
Ｏ
Ｎ
Ｅ　
Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
事
業

を
展
開
し
て
い
る
が
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

設
置
し
て
い
る
10
市
町
で
対
応
し

て
い
る
。
一
体
的
に
ど
う
か
と
い
う
声

か
け
等
は
な
い
。

問
提
案
だ
が
、
金
魚
に
関
係
す
る

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
登
場
す
る
の
で
、

作
者
や
出
版
社
の
許
可
の
も
と
、
麦
わ

ら
の
一
味
の
事
業
と
は
別
に
、
本
町
独

自
で
設
置
を
考
え
て
み
て
は
ど
う
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

金
魚
＝
長
洲
と
い
う
知
名
度
ア
ッ

プ
を
図
っ
て
き
て
い
る
。
ル
ー
ト
を

探
っ
て
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
れ
ば
と

思
う
。
挑
戦
し
て
い
き
た
い
。

問
県
は
ま
ん
が
・
ア
ニ
メ
の
コ
ン
テ

ン
ツ
の
情
報
発
信
の
取
組
を
進
め

て
い
る
。
マ
ン
ガ
県
熊
本
を
目
指
し
、

県
内
の
大
学
や
民
間
企
業
、
自
治
体
な

ど
54
団
体
で
く
ま
も
と
マ
ン
ガ
協
議
会

が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
協
議
会
に
本
町

は
参
加
し
た
の
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

昨
年
10
月
に
設
立
等
の
案
内
は

あ
っ
て
い
る
。
本
町
は
加
入
し
て
い
な

い
が
、
情
報
収
集
を
行
い
な
が
ら
、
検

討
し
て
い
き
た
い
。

問
ま
ん
が
や
ア
ニ
メ
で
現
実
の
建
物

や
風
景
な
ど
を
用
い
る
こ
と
が
あ

り
、
舞
台
巡
り
や
聖
地
巡
礼
と
し
て
扱

わ
れ
る
こ
と
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
と
、
全
国

的
に
自
治
体
も
積
極
的
に
取
り
上
げ
て

い
る
。
本
町
に
は
、
映
画
ロ
ケ
地
や
聖

地
巡
礼
ス
ポ
ッ
ト
は
あ
る
の
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

注
目
さ
れ
る
ス
ポ
ッ
ト
は
な
い
か

と
思
う
。
ご
意
見
を
ふ
ま
え
、
役
場
内

若
手
職
員
等
を
交
え
て
の
議
論
や
、
町

民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
聞
い
て
、
一

体
的
な
取
組
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

観光の目玉になるものを考えては

魅力あるしくみを検討していく答

磯
いそ
野
の
　博

ひろし

議員

本
町
に
聖
地
巡
礼
ス
ポ
ッ
ト
を

観
光
振
興
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い

答

マンガ県熊本の大きな流れ

潮さい（R4.11.15 No.151）潮さい（R4.11.15 No.151）

一 般 質 問
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町
政
を
問
う

学
校
の
通
学
路
は
、
ど
の
よ
う
に
し

て
決
め
ら
れ
て
い
る
か
。

答
（
教
育
長
）

児
童
・
保
護
者
の
視
点
で
、
地
区

の
危
険
箇
所
を
把
握
し
、
安
全
に
通
学

可
能
な
道
路
を
協
議
決
定
し
て
い
る
。

問
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
は
、
ど
の
よ
う

な
基
準
で
定
め
て
い
る
の
か
。

答
（
教
育
長
）

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
と
し
て
一
方
通

行
や
大
型
車
の
通
行
禁
止
、
速
度
の
規

制
を
す
る
の
は
公
安
委
員
会
で
あ
る
。

問
通
学
路
の
見
守
り
に
は
、
地
域
住

民
の
協
力
が
必
要
だ
が
、
連
携
は

取
れ
て
い
る
か
。

答
（
教
育
長
）

登
下
校
の
見
守
り
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

保
護
者
や
老
人
会
、
婦
人
会
等
地
域
の

方
々
に
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
安

心
メ
ー
ル
や
文
書
で
情
報
提
供
し
、
連

携
を
図
っ
て
い
る
。

問
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
は
特
に
設
け
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
通
学

の
時
間
帯
や
狭
い
範
囲
で
制
限
を
か
け

ら
れ
な
い
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
範
囲
は
小
学

校
の
半
径
５
０
０
ｍ
以
内
で
、
住
民
の

生
活
圏
が
含
ま
れ
る
た
め
、
交
通
規
制

を
か
け
る
の
は
影
響
が
大
き
い
。
時
間

帯
指
定
は
、
学
校
と
保
護
者
等
の
話
を

聞
き
な
が
ら
、
警
察
と
も
協
議
を
し
て

い
く
。

問
町
の
見
守
り
隊
は
高
齢
者
が
多

く
、
後
継
者
も
少
な
い
よ
う
だ
。

見
守
り
隊
に
対
す
る
町
の
考
え
は
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

見
守
り
隊
の
後
継
者
不
足
は
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
学
校
運
営
協
議
会
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
推
進
等
の

中
で
協
議
を
し
て
い
く
。

問
歩
道
の
幅
員
に
つ
い
て
、
最
低
の

幅
は
決
ま
っ
て
い
る
か
。

答
（
建
設
課
長
）

交
通
量
等
で
変
わ
っ
て
く
る
が
、

基
本
的
に
は
２
ｍ
以
上
か
と
考
え
ら
れ

る
。問

実
際
は
２
ｍ
も
な
い
と
こ
ろ
が
多

い
。
ま
た
、
区
画
線
の
な
い
と
こ

ろ
も
多
い
。
町
の
考
え
は
。

答
（
町
長
）

児
童
が
安
全
に
通
学
す
る
こ
と

は
、
歩
道
の
確
保
を
含
め
、
大
変
重
要

で
あ
る
。
カ
ラ
ー
舗
装
等
も
、
白
線
の

内
側
に
進
め
て
い
く
。

問
中
学
校
の
自
転
車
通
学
路
に
つ
い

て
、
町
の
見
解
は
。

答
（
町
長
）

ル
ー
ト
を
一
つ
ひ
と
つ
検
証
し
て
、

自
転
車
通
学
を
安
全
に
行
え
る
よ
う
に

整
備
し
て
い
く
。

交通量の多い車道や交差点の
把握は

学校、保護者と情報共有を
している答

浦
うら
邊
べ
　朝

とも
章
あき

議員

子ども達に安全と安心を

潮さい（R4.11.15 No.151）潮さい（R4.11.15 No.151）
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

町
に
家
を
建
て
、
居
住
し
て
く
れ
る

こ
と
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、

町
は
、
イ
ン
フ
ラ
を
整
え
て
定
住
構
想

を
拡
大
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）

定
住
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、

道
路
整
備
が
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

こ
こ
は
、
近
年
未
整
備
区
域
で
住
宅
が

増
え
て
い
て
、
未
舗
装
の
た
め
要
望
も

あ
っ
て
い
る
の
で
、
条
件
が
揃
い
次
第

実
施
す
る
。

問
営
業
環
境
は
経
営
上
、
無
理
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）

条
例
に
基
づ
き
、
事
業
者
よ
り
事

業
提
案
が
な
さ
れ
運
営
さ
れ
た
の
で
、

経
営
上
問
題
は
な
か
っ
た
と
認
識
し
て

い
る
。
普
通
財
産
の
使
用
料
未
払
い
等

に
よ
り
契
約
解
除
し
た
。

問
契
約
解
除
し
て
閉
店
す
る
な
ら
昼

間
か
ら
施
錠
閉
店
は
見
苦
し
い
か

ら
、
夏
休
み
前
で
も
あ
り
開
放
す
べ
き

だ
と
指
摘
し
た
。
な
ぜ
し
な
い
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

施
設
を
有
効
に
活
用
し
て
に
ぎ
わ

い
を
創
出
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、

申
し
訳
な
か
っ
た
。
今
後
検
討
し
、
元

気
の
あ
る
施
設
、
ま
た
金
魚
の
町
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
く
。
施
設
が
こ
の
よ
う
な
状

況
に
な
っ
て
、
閉
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
申
し
訳
な

く
思
っ
て
い
る
。

問
長
洲
中
学
校
の
暴
力
事
件
で
被
害

を
受
け
た
生
徒
と
町
は
裁
判
に

な
っ
た
。
結
果
は
、
町
に
過
失
が
認
め

ら
れ
る
と
判
決
が
下
さ
れ
た
。
し
か
し

当
事
者
で
あ
る
教
育
委
員
会
は
過
失
し

て
い
な
い
と
答
弁
し
て
い
る
。
町
は
過

失
が
原
因
で
町
の
税
金
か
ら
損
害
金
を

支
払
い
な
が
ら
、
過
失
し
て
い
な
い
と

は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

答
（
教
育
長
）

当
時
の
教
育
長
が
、
文
書
の
存
在

を
確
認
せ
ず
過
失
と
判
決
さ
れ
た
。
こ

れ
以
前
は
教
育
委
員
会
が
過
失
し
た
と

は
思
っ
て
い
な
い
。

問
教
育
長
が
し
た
の
で
教
育
委
員
会

は
過
失
し
て
い
な
い
と
い
う
の
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

教
育
委
員
会
で
過
失
し
た
と
は

思
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
裁
判
で
判
決

が
出
さ
れ
た
以
降
に
つ
い
て
は
教
育
委

員
会
に
過
失
が
あ
っ
た
と
判
断
し
て
い

る
。
教
育
委
員
会
も
過
失
を
認
め
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
。

町道前浜・葉山線の整備を

舗装を実施する答

濱
はまさき
㟢　久

ひさし

議員

金
魚
の
カ
フ
ェ
テ
リ
ア

　
　
　
　
契
約
解
除
に
つ
い
て

申
し
訳
な
い

答

町
は
過
失
を
認
め
な
い
の
か

判
決
を
受
け
過
失
が
あ
っ
た
と

認
識
し
た

答

町道前浜・葉山線

元カフェテリア
「ご自由にお入りください」

潮さい（R4.11.15 No.151）潮さい（R4.11.15 No.151）

一 般 質 問
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町
政
を
問
う

指
導
者
の
安
定
的
な
確
保
が
重
要
だ

が
、
具
体
的
な
方
策
は
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
）

現
在
の
地
域
指
導
者
は
継
続
し
て

お
願
い
す
る
。
今
後
、
町
体
育
協
会
や

学
校
運
営
協
議
会
等
と
連
携
し
、
人
材

確
保
に
務
め
る
。

問
一
般
的
に
懸
念
さ
れ
る
こ
と
と
し

て
、
勝
利
至
上
主
義
に
走
る
あ
ま

り
に
過
熱
的
に
な
り
、
暴
言
や
体
罰
、

生
徒
に
対
す
る
差
別
等
、
不
適
切
な
指

導
も
考
え
ら
れ
る
。
防
止
す
る
た
め
の

方
策
は
あ
る
か
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
）

指
導
者
の
登
録
の
際
は
、
専
門
性

も
含
め
、
資
質
や
能
力
を
有
す
る
方
を

確
保
す
る
。
さ
ら
に
、
資
質
や
能
力
の

維
持
・
向
上
の
た
め
に
、
指
導
者
の
研

修
会
等
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。
今

後
、
国
か
ら
示
さ
れ
る
地
域
移
行
に
向

け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
し
、
指

導
者
の
質
の
保
障
と
量
の
確
保
に
向
け

た
具
体
的
な
方
策
を
協
議
し
て
い
く
。

問
地
域
移
行
と
な
っ
た
場
合
、
保
護

者
の
金
銭
的
負
担
増
も
懸
念
さ
れ

る
。
受
益
者
負
担
と
い
う
考
え
方
は
あ

る
が
、
会
費
等
の
保
護
者
負
担
の
軽
減

が
望
ま
れ
る
。
行
政
と
し
て
、
金
銭
的

な
サ
ポ
ー
ト
等
は
検
討
し
て
い
る
か
。　

答
（
生
涯
学
習
課
長
）

予
算
の
大
半
は
指
導
者
へ
の
謝
礼

が
想
定
さ
れ
る
。
今
後
、
国
の
提
言
内

容
が
具
体
化
さ
れ
る
。
そ
ち
ら
を
参
考

に
、
町
と
し
て
保
護
者
の
負
担
軽
減
の

た
め
に
、
ど
の
程
度
を
、
ど
の
よ
う
に

支
援
し
て
い
く
の
か
検
討
し
て
い
く
。

問
両
中
学
校
と
も
文
化
部
活
動
は
吹

奏
楽
部
の
み
だ
が
、
地
域
移
行
を

期
に
、
他
の
種
目
を
拡
充
す
る
考
え
は

な
い
か
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
）

生
徒
の
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
指
導
者

の
確
保
が
で
き
れ
ば
種
目
を
増
や
す
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。

　
そ
の
他
に
も
、
シ
ー
ズ
ン
制
の
種
目

や
、ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
等
の
メ
ニ
ュ
ー

化
も
考
え
て
い
る
。

中学校部活動の地域移行は
どう進めていくのか

学校・地域・保護者の
理解と協力を得ながら進める答

田
た
成
なり
　護

まもる

議員

行政・学校・地域の協力体制が必要

指導者の確保が重要

潮さい（R4.11.15 No.151）潮さい（R4.11.15 No.151）
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

生
理
用
品
を
ト
イ
レ
に
設
置
す
る
こ

と
は
、
生
理
を
自
然
な
も
の
と
と

ら
え
、
負
担
を
軽
減
し
、
安
心
し
て
健

康
的
な
学
校
生
活
を
送
る
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

と
る
の
か
。

答
（
教
育
長
）

今
年
度
、
試
験
的
に
導
入
し
、
児

童
生
徒
や
保
護
者
と
十
分
に
協
議
を
行

い
、
課
題
を
検
証
し
な
が
ら
来
年
度
の

正
式
導
入
を
目
指
す
。

問
試
験
的
に
導
入
す
る
と
は
、
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

今
年
度
は
、
設
置
に
向
け
て
ル
ー

ル
作
り
を
行
い
、
課
題
を
解
決
、
検
証

し
、
来
年
度
は
、
予
算
を
計
上
し
、
正

式
導
入
を
目
指
す
。

問
荒
尾
市
と
の
共
同
で
防
災
士
啓
発

事
業
を
行
い
、
20
名
の
防
災
士
が

誕
生
し
た
。
３
年
間
の
計
画
で
約
60
名

と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
地
域
防
災

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
的
と
し
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
に
取
組
ん
で
い
く
の
か
。

答
（
総
務
課
長
）

町
と
し
て
も
独
自
の
研
修
会
や
、

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
場
、
防
災
士
同
士
の

情
報
交
換
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

問
本
町
に
は
、
女
性
消
防
隊
や
防
災

活
動
団
体
、
ま
た
は
地
域
で
防
災

の
活
動
を
し
て
い
る
方
が
い
る
。
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
研
修
時
に
防
災
士
に
紹
介
す

る
こ
と
で
、
防
災
士
が
連
携
を
図
る
と

と
も
に
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
活
動
す
る
き
っ
か
け
づ
く
り
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

答
（
総
務
課
長
）

防
災
士
啓
発
事
業
を
活
用
す
る
必

要
が
あ
る
。
実
施
で
き
る
方
向
で
検
討

す
る
。

問
こ
の
防
災
士
啓
発
事
業
を
活
用

し
、
各
地
区
に
防
災
士
が
い
る
こ

と
が
、
地
域
防
災
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
。
本
町
が
災
害
に
強
い
、
強
靭
な
町

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）

防
災
対
策
の
ハ
ー
ド
面
・
ソ
フ
ト

面
に
お
い
て
様
々
な
事
業
を
実
施
し
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て

い
く
。

小・中学校の女子トイレに
生理用品の設置を

今年度試験的に設置し
来年度正式な導入をめざす答

前
まえ
田
だ
美
み
和
わ
子
こ

議員

女子の負担軽減を

防
災
士
啓
発
事
業
を
地
域
防
災
に

つ
な
げ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
を

実
施
す
る

答

防災リーダーを目指して
（女性消防隊と防災士の勉強会）
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町
政
を
問
う

住
民
の
暮
ら
し
、
生
活
の
厳
し
さ
が

一
層
深
刻
化
す
る
中
、
子
ど
も
に

か
か
る
経
費
は
子
育
て
世
代
に
と
っ
て
、

最
も
高
い
比
重
を
占
め
る
。
病
気
や
ケ

ガ
を
し
た
と
き
に
医
療
費
の
心
配
を
せ

ず
、
す
み
や
か
に
医
療
機
関
を
受
診
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
子
育
て
世

代
へ
の
大
き
な
経
済
的
支
援
に
も
つ
な

が
る
と
思
う
が
。

答
（
町
長
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
様
々
な
疾
病
に
よ
り
医

療
機
関
を
受
診
す
る
機
会
が
増
加
し
て

い
る
傾
向
に
あ
り
、
子
育
て
世
代
へ
の

さ
ら
な
る
支
援
を
図
る
た
め
検
討
す
る
。

問
ひ
と
り
親
家
庭
で
生
活
が
厳
し
い

世
帯
に
対
し
、
医
療
費
の
完
全
無

償
化
や
一
部
助
成
を
行
っ
て
い
る
こ
と

は
理
解
す
る
が
、
受
給
対
象
者
率
は
約

15
％
に
し
か
す
ぎ
ず
、
限
定
的
で
あ
る
。

16
歳
～
18
歳
の
す
べ
て
の
子
ど
も
の
医

療
費
を
完
全
に
無
償
化
す
る
場
合
、
必

要
な
見
込
み
額
は
年
間
ど
の
位
に
な
る

の
か
。

答
（
子
育
て
支
援
課
長)

年
間
約
８
百
万
円
見
込
ま
れ
る
。

問
県
内
で
18
歳
ま
で
医
療
費
無
償
化

の
対
象
と
し
て
い
る
市
町
村
は
34

市
町
村
に
拡
大
さ
れ
、
町
レ
ベ
ル
で
は

長
洲
町
の
み
が
無
償
化
を
実
施
し
て
い

な
い
。
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
（
町
長)

議
員
の
説
明
で
、
本
町
の
み
が
18

歳
ま
で
の
無
償
化
を
実
施
し
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
。

問
健
診
の
受
診
率
ア
ッ
プ
が
早
期
発

見
・
早
期
治
療
に
つ
な
が
り
、
医

療
費
の
圧
縮
や
適
正
化
に
も
つ
な
が

る
。
健
診
後
に
限
ら
ず
、
子
ど
も
の
症

状
が
軽
い
う
ち
に
受
診
し
て
重
症
化
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
結
果
と
し
て

医
療
費
の
圧
縮
、
適
正
化
に
も
つ
な
が

る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
が
見
え
な
い
今
、

医
療
費
の
無
償
化
を
18
歳
ま
で
拡
大

し
、
医
療
費
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
こ

と
こ
そ
子
育
て
支
援
の
最
優
先
課
題
だ

と
考
え
る
が
。

答
（
町
長)

様
々
な
提
言
を
頂
い
た
。
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問
子
ど
も
の
健
康
と
命
を
守
る
た
め

に
、
医
療
費
の
心
配
を
せ
ず
に
安

心
し
て
医
療
機
関
に
受
診
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
子
育
て
支
援
の

一
丁
目
一
番
地
で
あ
る
。
そ
こ
が
遅
れ

て
い
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
。
県
の
助
成
拡
大
が
進
ま

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
町
独
自
で
総
合
的

に
見
て
検
討
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

18歳までの医療費の無償化を
求める

子育て世代へのさらなる支援を
図るため検討する答

林
はやし
　敏

とし
哉
や

議員

急がれる18歳までの医療費無償化

潮さい（R4.11.15 No.151）潮さい（R4.11.15 No.151）
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20代
以下
10％

30～
40代
22％

50～60代
45％

町内
94％

読んでいる
84％

町外
６％

たまに読む
７％

読んでいない
６％

どこで読めるかを
知らない
３％

予算・決算
15％

その他
３％

一般質問
37％委員会報告

20％

町民のひろば
25％

70代以上
23％

集　計　結　果

自由記述（一部）

ありがとうございました！
アンケートへのご協力

　前回の潮さい150号で実施した読者アンケート
では、はがきや町公式LINEから31名の回答があっ
た。議会としては、集計結果のとおり、若い世代
にも読まれるような工夫をする必要があると感じた。
　寄せられた数々の意見・感想に応え、住民に議
会の情報をわかりやすく届けるため、今後も議会
だよりの改善を重ねていく。

●今後も分かりやすく議会のことを発信してほ

しい。女性や若者の視点を、さらに取り入れて

ほしい。（30～40代）

●毎号楽しみにしている。児童の議会見学は全

ての小学校で行ってほしい。町の歴史を授業で

紹介したことを伝えてほしいし、議会を日曜日

にも行ってほしい。今後も議会に町民の声が届

くことを望む。（50～60代）

●一般質問は、議員ごとではなく分野でまとめ

る方がよい。例えば教育、福祉、まちづくり等。

誰が何を質問しているかではなく、どの分野に

課題があるかが重要。こうすることで議員が偏

らず、広い視点で課題を洗い出せるのでは。一

方、町民が、議会がきちんと行政をチェックす

る役割を果たしているか等を確認する意味では、

議員別の一覧表も掲載してほしい。（50～60代）

●住民は、議員が議会以外に普段何をしている

のか分からないので、国・県への陳情、研修等

も積極的に掲載すると、議会活動が見えて理解

が深まるのでは。（70代以上）

１．あなたの年代

２．あなたのお住まい

３．議会だよりを読みますか？

４．議会だよりでよく読む記事

潮さい（R4.11.15 No.151）潮さい（R4.11.15 No.151）
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委員会
活 動

地域高規格道路（有明海沿岸道路）整備促進調査特別委員会

委員会では、町の問題点等について調査・
審査し、どのような改善や対応が必要かを
協議している。また、必要に応じて視察や
研修を行い、議員の資質向上に努めている。

７月～９月

有
明
海
沿
岸
道
路
の
早
期
整
備
に
つ
い

て
要
望
書
を
提
出

　
７
月
27
日
、
大
牟
田
市（
三
池
Ｉ
Ｃ
）

～
長
洲
町
区
間
の
早
期
整
備
に
つ
い

て
、
議
長
と
委
員
７
名
で
、
西
野
太
亮

衆
議
院
議
員
と
国
土
交
通
省
を
は
じ
め

関
係
省
庁
等
に
要
望
書
を
提
出
し
た
。

　
有
明
海
沿
岸
道
路
は
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に

お
け
る
救
援
活
動
や
支
援
物
資
の
輸
送

路
と
な
る
「
命
の
道
」
と
し
て
の
役
割

も
果
た
す
も
の
で
あ
り
、
早
期
整
備
が

本
町
住
民
の
願
い
で
あ
る
。

　
現
在
、
荒
尾
市
大
島
の
高
架
橋
下
部

の
工
事
が
着
工
し
て
い
る
。
今
後
も
引

き
続
き
要
望
活
動
を
重
ね
、
し
っ
か
り

と
地
元
の
声
を
届
け
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
感
じ
た
。

町
村
議
会
議
員
研
修

「
地
方
創
生
と
ま
ち
づ
く
り
」

　
10
月
４
日
、
熊
本
市
の
県
立
劇
場
に

お
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
バ

レ
ー
理
事
の
大
南
信
也
氏
を
講
師
に
、

研
修
会
が
行
わ
れ
た
。

　
大
南
先
生
は
、
過
疎
化
し
た
地
域
が

生
き
残
る
た
め
の
解
決
策
に
取
組
ま
れ

て
い
る
。
人
材
の
集
積
と
、
地
域
内
の

経
済
循
環
に
よ
る
地
方
創
生
の
講
話
が

あ
り
、
人
材
確
保
の
必
要
性
を
感
じ
た
。

議長から要望書を受け取る西野太亮衆議院議員（中央）

国土交通省

財務省

県内の町村議員が受講した

研
修
・
視
察
報
告

要望書の内容は
こちら

潮さい（R4.11.15 No.151）潮さい（R4.11.15 No.151）
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建設経済文教常任委員会

広報調査特別委員会

〇新川漁港（長洲町側）での土砂浚渫の公開試
験視察

　８月30日、玉名市は、新川漁港（長洲町側）
港内の堆積土砂を浚渫する公開試験を実施し、
地元住民を含め約50名の関係者が見学した。
　これは海底の堆積土砂を小型ポンプによって
吸引し、移動させて浚渫する手法で、他県での
実績がある。
　町議会では、６月29日に、漁港管理者の玉名
市長へ港内の堆積土砂の浚渫工事を要望してお
り、今後も動向を注視していく。

〇ゆたかな学びの実現・教職員定数改善を図る
ための、2023年度政府予算にかかる意見書提出
の請願を審査
　参考人等の説明をもとに審査を重ねる中で、
「高校でも35人学級が必要か」「専科教員は不足
しているのか」等のやりとりを行い、それらを
ふまえて、全会一致で採択すべきものと決定した。

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
内
覧
会

　
８
月
16
日
、
荒
尾
市
と
町
が
共
同
で

建
設
し
た
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
内
覧

会
が
行
わ
れ
、
議
員
全
員
で
視
察
を

行
っ
た
。
自
治
体
を
越
え
た
取
組
は
県

内
初
で
あ
る
。

　
最
新
の
設
備
を
導
入
し
、
衛
生
管
理

を
徹
底
し
て
い
る
。
調
理
能
力
は
１
日

最
大
６
０
０
０
食
で
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
食
も
約
80
食
調
理
で
き
る
。
本
町
の

小
中
学
校
に
は
、
１
日
１
２
０
０
食
が

配
送
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
非
常
用
発
電
設
備
等
を
備
え
、

災
害
時
に
は
３
日
間
の
米
飯
の
炊
出
し

が
可
能
で
あ
る
。

研
修
「
先
進
事
例
と
議
会
改
革
」

　
８
月
26
日
、
月
刊
誌
『
く
ま
も
と
経

済
』
の
記
者
で
あ
る
宮
崎
泰
樹
氏
を
講

師
に
招
い
て
研
修
を
行
い
、
議
会
広
報

の
役
割
を
見
直
し
た
。

　

議
会
広
報
の
編
集
に
あ
た
っ
て
は
、

ポ
イ
ン
ト
を
明
確
に
す
る
こ
と
、
議
員

の
意
図
を
伝
え
る
こ
と
、
住
民
参
画

コ
ー
ナ
ー
を
つ
く
り
住
民
の
反
応
を
行

政
に
活
か
す
こ
と
等
が
重
要
で
あ
る
と

話
さ
れ
た
。

　
ま
た
、「
学
ぶ
は
真
似
る
」
と
い
う
こ

と
で
、
先
進
地
の
事
例
も
参
考
に
し
な

が
ら
、『
潮
さ
い
』
で
工
夫
し
て
い
る
点

や
課
題
を
洗
い
出
し
た
。
明
確
に
な
っ

た
改
善
点
に
取
組
み
、
今
後
の
議
会
だ

よ
り
の
充
実
し
た
紙
面
づ
く
り
に
活
か

し
た
い
。

港内での浚渫作業

充分な教職員の配置を

県内の事例を紹介する宮崎氏

熱心に説明を聞く議員

潮さい（R4.11.15 No.151）潮さい（R4.11.15 No.151）

委員会活動

19



※一般質問の内容は町ホームページで
　閲覧できます。

皆さん傍聴に来てみらんね！

■問い合わせ先

電話　７８－３２９１
議会事務局

手続きは住所・氏名・年齢を書くだけです

次の定例会は

開会の予定です
月12日（月）12

町民のひろば町民のひろば

広
報
調
査
特
別
委
員
会

発
行
責
任
者

委
員
長
　
荒
木
　
睦
子

副
委
員
長
　
福
田
　
史
治

委
　
員
　
田
成
　
　
護

委
　
員
　
前
田
美
和
子

委
　
員
　
林
　
　
敏
哉

委
　
員
　
福
本
み
や
子

委
　
員
　
濱
村
　
芳
光

議
　
長
　
福
永
　
栄
助

傍聴席から 地域リポート

ひ
と
言

ひ
と
言

　初めて傍聴しました。議場の扉を開けた瞬間、
緊張感が張り詰めていて少し緊張しましたが、
女性議員と男性議員の一般質問を傾聴し、町を
良くしようと質問１つ１つに熱意が感じられ、執
行部の答弁にも必死さが感じられたのが印象的
でした。
　次の議会もぜひ傍聴しようと思っていますが、
傍聴者が数名しかいなく、もっと多くの皆さんに、
町のより良い発展に力を注いでいる議会の傍聴
を呼びかけたいと思います。

　長洲町がものづくりの町であるように、立野区
はものづくりの区と言えるかもしれない。「ひの
きのチップ」を使った工芸品や、子どもたちとつ
くった「ハーバリウム」で集会場を美しく飾って
いる。また、畑で野菜を育て、年４回季節の料理
パーティを開催している。「次は何をつくろう
か？」ものづくりの好きな区民の皆さんの夢がど
こまでもふくらんでいる。

匿名希望さん（60代・女性） 立野区

　
議
員
と
な
り
早
一
年
が
経
過
し
た
。

　
同
時
に
広
報
委
員
に
選
任
さ
れ
、
メ

ン
バ
ー
の
一
員
と
な
っ
て
「
潮
さ
い
」

の
編
集
に
取
組
ん
で
い
る
。
表
紙
の
写

真
、
定
例
会
、
臨
時
会
の
予
算
や
決

算
、
条
例
改
正
、
一
般
質
問
、
常
任
委

員
会
等
の
議
会
活
動
を
町
民
の
皆
様
に

お
届
け
す
る
た
め
、
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
進
め
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ス
や
ト
ピ
ッ

ク
ス
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
一
報

い
た
だ
き
た
い
。

（
福
田
）

　町民の皆さんの請求に基づき、議会

が保有する情報を公開する制度です。

　令和３年10月１日から令和４年９月

30日までの情報公開請求は、ありませ

んでした。

長洲町議会情報公開制度

ガラス瓶にドライフラワー等を入れ、
オイルで閉じ込めた「ハーバリウム」

な
が
す
議
会
だ
よ
り
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潮さい（R4.11.15 No.151） 20「ながす議会だより 潮さい」は
　　　　　　　　　　でもご覧になれます。長洲町議会 検  索


